


　RAGE® OPTEX™  使用方法

1: 洗浄

2: パネルを整える 

3: ペイントの除去

RAGE OPTEX のパテを薄くしごき塗りをして鋼板に馴染ませ、空気を出しながら薄く重ね塗り
をするように塗布していく。（こうすることで巣穴が出来づらくなります）

【 色変化について 】
　修理箇所が16～20分ほどでピンクから白緑（白みをおびた淡い緑色）に変化したら
　パテが乾いたサインです。研磨開始して下さい

6: 研磨

7: 最終チェック 

8: 440 EXPRESS™ を使用

4: 準備

RAGE OPTEX の修理工程を 440 EXPRESS の使用で完成させよう 

5: RAGE® OPTEX™ を塗る 
硬化反応開始 16-20 分経過

先ずは80番手以上で研磨し、その後ペーパーの番手を上げていき、仕上げまで行う

　RAGE OPTEX 一つで仕上げまで行うことが可能（作業時間短縮で効率アップ）

180番手でフェザーエッジを作り、キレイなエアを使って出た研磨粉を綺麗に取り除く

80番手又は120番手で足付けする

修理するパネル部分を整える

修理箇所の汚れと油分を除去する

パテ粉をキレイなエアで取り除き、補修面に不具合がないかチェックする

440 EXPRESS を使用して巣穴の確認及び除去を行う

· サーフェイサーの前に使用する事で巣穴処理工程を大幅に改善できる

· プライマーの使用量を最大３分の１に削減

· 小さい巣穴を排除することで作業のやり直しを極力防ぐ


